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神戸発電所３・４号機設置計画 事後調査報告書（令和３年度）の概要 

 

１．事業の概要（報告書 p1～12） 

(1) 事業者 

株式会社コベルコパワー神戸第二 

(2) 対象事業の名称 

神戸発電所３･４号機設置計画 

(3) 対象事業の種類及び規模 

石炭火力発電所 65 万 kW×２基 

(4) 対象事業実施区域 

神戸市灘区灘浜東町２番地 

(5) 工事内容 

工事開始時期：平成 30（2018）年 10 月 

運転開始時期：３号機 令和４（2022）年２月１日 

       ４号機 令和４（2022）年度（予定） 

 

 

主要な工事の工程（全体） 

年数  1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 

年度  2018 2019 2020 2021 2022 2023 

月数  0   6   12   18   24   30   36   42   48   54   

全体工程                                

貯運炭設備工事                                

取放水設備工事                                

発
電
設
備
工
事 

基礎・建

築工事 

３号機                                

４号機                                

機器据付

工事 

３号機                                

４号機                                

プラント 
調整及び 
試運転 

３号機                                

４号機                                

営業運転 
３号機                                

４号機                                

煙突工事                                

注：  は、令和３年度の工事期間を示す。 

 

  

 工事着工 

▼ 

３号機運転開始 

▼ 

４号機運転開始 

   ▼ 
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２．事後調査の実施内容（報告書 p13～16） 

 

事後調査の実施状況（工事中：令和３年度） 

年度 

項目 

平成 30 

(2018) 

令和元 

(2019) 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

工
事
内
容 

貯運炭設備工事      

取放水設備工事      

発電設備工事 
基礎・建築工事      

機器据付工事      

煙突工事      

プラント調整及び試運転      

事
後
調
査
䥹
工
事
中
䥺 

大気質 

窒素酸化物、 

浮遊粒子状物質 

環境調査 大気質濃度 ○ ○ ○   

施設調査 
工事関係車両 ○ ○ ○   

建設機械 ○ ○ ○   

粉じん等 施設調査 
工事関係車両 ○ ○ ○   

散水、洗浄等 ○ ○ ○ ● □ 

騒音・振動 

騒音 

環境調査 
道路交通騒音 ○ ○ ○   

敷地境界騒音 ○ ○ ○   

施設調査 
工事関係車両 ○ ○ ○   

建設機械 ○ ○ ○   

振動 

環境調査 
道路交通振動 ○ ○ ○   

敷地境界振動 ○ ○ ○   

施設調査 
工事関係車両 ○ ○ ○   

建設機械 ○ ○ ○   

水質 

水の濁り、排水 

環境調査 水の濁り  ○    

施設調査 

排水処理設備 ○     

汚濁拡散防止  ○    

排水処理の水質 ○ ○ ○ ● □ 

排水 施設調査 
総合排水処理の水質   ○ ● □※ 

総合排水処理設備   ○   

植物 陸域 施設調査 移植、播種後の生育 ○ ○ ○   

人と自然との触れ合いの活動の場 施設調査 工事関係車両 ○ ○ ○   

廃棄物等 
産業廃棄物等 施設調査 発生量・処理状況 ○ ○ ○ ● □ 

残土 施設調査 処理状況 ○ ○ ○ ● □ 

注：欄中の○は報告済みの、●は今回報告対象の、□は報告予定の年度の調査項目を示す（※総合排水処理の水質に

ついては、４号機が供用開始する令和４年度まで調査を計画していたが、総合排水処理設備は３号機及び４号機

の共通設備であり、令和４年２月に供用開始（４号機分の工事排水を含めて処理を実施）したため、令和４年度

は存在・供用時の調査として取り扱う。）。 
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事後調査の実施状況（存在・供用時：令和３年度） 

年度 

項目 

令和２ 

(2020) 

令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

営業運転 
３号機       

４号機       

事
後
調
査
䥹
存
在
・
供
用
時
䥺 

大気質 

硫黄酸化物、窒素酸化

物、浮遊粒子状物質、

重金属等の微量物質 

環境調査 大気質濃度  ● □ □ □ □ 

施設調査 

発電所関係車両    [□] [□] [□] 

発電所排ガス、事業場排出

量、石炭船導入 
 ● □ □ □ □ 

粉じん等 施設調査 発電所関係車両    [□] [□] [□] 

騒音・低周

波音・振動 

騒音 

環境調査 

道路交通騒音    [□] [□] [□] 

敷地境界騒音    (□)   

周辺地域騒音    (□)   

施設調査 
発電所関係車両    [□] [□] [□] 

騒音発生機器    (□)   

低周波音 
環境調査 

敷地境界低周波音    (□)   

周辺地域低周波音    (□)   

施設調査 低周波音発生設備    (□)   

振動 

環境調査 

道路交通振動    [□] [□] [□] 

敷地境界振動    (□)   

周辺地域振動    (□)   

施設調査 
発電所関係車両    [□] [□] [□] 

振動発生機器    (□)   

水質 

水温、水の汚れ、

富栄養化、流向・

流速 

環境調査 
海域の水温、水質 ○ ● □ □ □ □ 

海域の流動    □   

施設調査 
取放水温度差、総合排水処

理の水質、残留塩素 
 ● □ □ □ □ 

植物 

陸域 施設調査 緑地、緑化      □ 

海域 
環境調査 潮間帯生物、植物ﾌ゚ ﾗﾝｸﾄﾝ ○ ● □ □ □ □ 

施設調査 取放水温度差、残留塩素  ● □ □ □ □ 

動物・生態

系 

陸域 
環境調査 鳥類      □ 

施設調査 緑化      □ 

海域 
環境調査 

潮間帯生物、底生生物、動

物ﾌ゚ ﾗﾝｸﾄﾝ、卵・稚仔 
○ ● □ □ □ □ 

施設調査 取放水温度差、残留塩素  ● □ □ □ □ 

人と自然との触れ合いの活動の場 施設調査 発電所関係車両    [□] [□] [□] 

景観 環境調査 写真撮影    (□)   

廃棄物等 産業廃棄物等 施設調査 発生量・処理状況  ● □ □ □ □ 

地球温暖化 

発電設備の採用

状況 
施設調査 

設計発電端効率  ● □    

発電端効率  ● □ □ □ □ 

温室効果ガス等 施設調査 
排出量、排出・削減状

況、地域取組状況 
 ● □ □ □ □ 

注：１．欄中の○は報告済みの、●は今回報告対象の、□は報告予定の調査項目を示し、□のうち、[□]は発電所定

検時に１年度（１回）行う候補の年度の、(□)は発電所定常運転時に１年度（１回）行う調査項目を示す。 

２．地球温暖化に係る設計発電端効率の調査は、各号機完成時（３号機：令和３（2021）年度、４号機：令和４ 

（2022）年度）の年度（各１回）に実施する。 
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３．事後調査結果の概要 

３．１ 事後調査結果（工事中） 

(1) 大気質（p17～18） 

① 調査結果の評価 

・工事用資材等の搬出入及び建設機械の稼働に伴う粉じん等

について、環境影響が低減されていたと考える。 
 

② 調査結果 

 項目 時期 地点 結果 

施
設
調
査 

洗浄、散水等
の実施 

令和３年度 建設工事区
域 

・工事関係車両出場時のタイヤ洗浄や構内道路等の散
水を適宜行い、粉じん等の発生を低減している。 

 

(2) 水質（p19～23） 

① 調査結果の評価 

・工事排水処理設備出口の測定結果は、水質管理値を満足している。 

・総合排水処理設備（新設）出口の測定結果は、窒素含有量の日間平均最大値を除いて水質管

理値（存在・供用時の値）を満足している。 

・なお、総合排水処理設備（新設）は、供用開始後の管理値を自主管理目標として管理を実施

しており、窒素含有量が自主管理目標を超過した時点で直ちに放流を停止し、自主管理目標

を下回ったことを確認した後に放流を再開した。 

・以上のことから、造成等の施工による陸上の工事排水の濁り及びボイラー等機器洗浄排水の

水の濁り等について、環境影響が低減されていたと考える。 

 

② 調査結果 

 項目 時期 地点 結果 

施
設
調
査 

工事排水処理

設備の水質 

令和３年４月 

～４年３月 

工事排水処

理設備出口 

・全ての項目で水質管理値を満足。 

・ｐＨ：6.7～7.8（水質管理値 5.0～9.0） 

・ＳＳ：<1～2 mg/L（同 40 mg/L以下） 

工事中の総合

排水処理設備

（新設）の水質 

令和３年４月 

～４年１月 

 

（令和４年

２月以降は

存在・供用時

の調査結果

に記載） 

総合排水処

理設備（新

設）出口 

・窒素含有量の日間平均最大値を除き、全ての項目で水質管

理値（存在・供用時の値）を満足。 

・ｐＨ：6.7～8.1（水質管理値（存在・供用時の値）5.8～

8.6） 

・ＣＯＤ：最大値 4.2（同 10 以下）mg/L、日間平均最大値 3.6

（同 5 以下）mg/L 

・ＳＳ：最大値 1（同 15 以下）mg/L 

・窒素含有量：最大値 12.90（同 30 以下）mg/L、日間平均最

大値 10.14（同 10 以下）mg/L 

・燐含有量：最大値 0.286（同 2 以下）mg/L、日間平均最大

値 0.209（同 1 以下）mg/L 

・ｎ－Ｈｅｘ：最大値<1（同 1 以下）mg/L 

・ふっ素含有量：最大値 2.6（同 15 以下）mg/L 

注：総合排水処理設備（新設）は、供用開始前（機器の調整や生物馴養を実施している期間）であるが、供用開始後

の管理値を自主管理目標とし管理を実施した。 

  



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 水質の調査地点（工事中及び存在・供用時） 

 

(3) 廃棄物等（p24～25） 

① 調査結果の評価 

・工事中の産業廃棄物の有効利用率（94％）は、予測結果（88％）を上回っている。 

・工事中の残土量（4.4 万m3）は、予測結果（5.5 万m3）を下回っている。 

・以上のことから、工事に伴う産業廃棄物及び残土の発生について、環境影響が低減されてい

たと考える。 

 

② 調査結果 

 項目 時期 地点 結果 

施
設
調
査 

工事中の産業

廃棄物 

平成 30～ 

令和３年度 

建設工事区

域 

・産業廃棄物の有効利用率は 94％（発生量 99,381t、有効利

用量 93,112t）であり、予測結果の有効利用率 88％（発生

量 93,766t、有効利用量 82,105t）を上回る。 

・産業廃棄物の発生量が予測結果を上回ることを踏まえ、廃

プラスチック類をはじめとした産業廃棄物量の低減を図

るよう工事関係者へ周知した。 

工事中の残土 平成 30～ 

令和３年度 

建設工事区

域 

・残土量（4.4 万m3）は、予測結果の残土量（約 5.5 万m3）を

下回る。 

・陸域工事の掘削土は全量を埋戻し又は新設する緑化マウ

ンドの盛土材等として有効利用している。 
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３－２．事後調査結果（存在・供用時） 

(1) 大気質（p26～41） 

① 調査結果の評価 

・一般局におけるSO2、NO2、SPMの調査結果は、すべての測定局で環境基準に適合している。 

・一般局及び自排局における重金属等の微量物質の調査結果は、指針値が定められている４物

質は、すべての測定点で指針値を下回っている。 

・発電所３号機排ガス中の硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじん及び重金属等の微量物質の排出

濃度は、評価書予測時の排出濃度を下回っている。 

・事業場全体の硫黄酸化物、窒素酸化物及びばいじんの年間総排出量は、評価書予測時の試算

値を下回っている。 

・発電所３号機の重金属等の微量物質の年間総排出量は、評価書予測時の試算値を下回っている。 

・環境負荷低減型の石炭輸送船２隻を新たに導入し、石炭輸送量の約３割を輸送している。 

・以上のことから、施設の稼働に伴う大気質への環境影響が低減されていたと考える。 

 

② 調査結果 

 項目 時期 地点 結果 

環
境
調
査 

硫黄酸化物の 

濃度 

令和３年度 一般局７局 ・全ての測定局で環境基準に適合。 

・年平均値が 0.001ppm 

・日平均値の２％除外値が 0.002～0.003ppm 

・１時間値の最高値が 0.006～0.025ppm 

窒素酸化物の 

濃度 

一般局 14 局 ・全ての測定局で環境基準に適合。 

・年平均値：0.006～0.015ppm 

・日平均値の年間 98％値：0.016～0.034ppm 

・１時間値の最高値：0.053～0.091ppm 

浮遊粒子状 

物質の濃度 

一般局 13 局 ・全ての測定局で環境基準に適合。 

・年平均値：0.011～0.017mg/m3 

・日平均値の２％除外値：0.025～0.037mg/m3 

・１時間値の最高値：0.078～0.149mg/m3 

重金属等の微

量物質の濃度 

一般局４局 

自排局２局 

・指針値が定められている４物質は指針値を下回る。 

・As及びその化合物の年平均値：0.65～1.7（指針値6以下）ng/m3 

・Be及びその化合物の年平均値：0.011～0.022（指針値なし）ng/m3 

・Cr及びその化合物の年平均値：3.5～9.4（指針値なし）ng/m3 

・Hg及びその化合物の年平均値：1.7～2.1（指針値 40 以下）ng/m3 

・Mn及びその化合物の年平均値：16～37（指針値 140 以下）ng/m3 

・Ni化合物の年平均値：2.3～6.3（指針値 25 以下）ng/m3 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 2 大気質の調査地点（存在・供用時）  

二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質 重金属等の微量物質 
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 項目 時期 地点 結果 

施
設
調
査 

硫黄酸化物の 

排出濃度 

令和４年 

２～３月 

発電所３号

機煙突 
・予測時の排出濃度を下回る。 

・最大値：3.5（予測 13）ppm 

・平均値：2.1（予測 4）ppm 

窒素酸化物の 

排出濃度 

発電所３号

機煙突 
・予測時の排出濃度を下回る。 

・最大値：9.6（予測 20）ppm 

・平均値：9.2（予測 11）ppm 

ばいじんの 

排出濃度 

発電所３号

機煙突 
・予測時の排出濃度を下回る。 

・最大値：<0.001（予測 0.005）g/m3N 

・平均値：<0.001（予測 0.003）g/m3N 

硫黄酸化物の 

年間総排出量 

令和３年度 

 

（発電所 

３号機は 

令和４年２ 

～３月） 

事業場全体 ・予測時の年間排出量の試算値を下回る。 

・事業場全体：235（予測 706）t/年 

（ご参考）発電所３号機：14（予測 289）t/年 

窒素酸化物の 

年間総排出量 

事業場全体 ・予測時の年間排出量の試算値を下回る。 

・事業場全体：672（予測 1,457）t/年 

（ご参考）発電所３号機：41（予測 601）t/年 

ばいじんの 

年間総排出量 

事業場全体 ・予測時の年間排出量の試算値を下回る。 

・事業場全体：39（予測 199）t/年 

（ご参考）発電所３号機：2（予測 80）t/年 

重金属等の 

微量物質の 

排出濃度 

令和４年 

２～３月 

発電所３号

機煙突 
・全ての項目で予測時の排出濃度を下回る。 

・Hg 及びその化合物：0.22（予測 3.04）μg/m3
N 

・As 及びその化合物：0.039（予測 0.68）μg/m3
N 

・Cr 及びその化合物：0.11（予測 1.00）μg/m3
N 

・Cd 及びその化合物：<0.005（予測 0.018）μg/m3N 

・Pd 及びその化合物：0.094（予測 1.83）μg/m3
N 

・Be 及びその化合物：0.004（予測 0.090）μg/m3N 

・Mn 及びその化合物：0.083（予測 2.85）μg/m3
N 

・Ni 化合物：0.093（予測 1.75）μg/m3N 

・ふっ素化合物：12（予測 169）μg/m3N 

・塩化水素：24（予測 170）μg/m3
N 

・Cu 及びその化合物：0.060（予測 1.01）μg/m3
N 

・V 及びその化合物：0.14（予測 2.66）μg/m3
N 

・Zn 及びその化合物：0.61（予測 4.46）μg/m3
N 

・Se 及びその化合物：<0.005（予測 1.07）μg/m3N 

重金属等の 

微量物質の 

年間総排出量 

令和４年 

２～３月 

発電所３号

機煙突 
・全ての項目で予測時の年間排出量の試算値を下回る。 

・As とその化合物：0.047（予測 19）kg/年 

・Be とその化合物：0.015（予測 2.5）kg/年 

・Cr とその化合物：0.16（予測 28）kg/年 

・Hg とその化合物：0.48（予測 84）kg/年 

・Mn とその化合物：0.42（予測 79）㎏/年 

・Ni とその化合物：0.15（予測 48）kg/年 

環境負荷低減

型の石炭船の

導入 

令和３年度 発電所岸壁 ・環境負荷低減型（ＮＯＸ３次規制に対応）の石炭輸送船２

隻を新たに導入し、石油輸送量の約３割を輸送した。 
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(2) 水質（p42～68） 

①調査結果の評価 

・総合排水処理設備の排水水質は、全ての項目で水質管理値を満足している。 

・取放水温度差及び放水口における残留塩素濃度は、水質管理値を満足している。 

・海域の水温、塩分、水の汚れ等については「火力･原子力発電所に係る海域環境モニタリング

調査の基本的考え方」を参考に、発電所運転開始１年前から調査を開始し、発電所運転開始

後４年間までの計５年間の調査を行うこととし、今回の報告対象時期は発電所運転開始１年

前の１年間（令和３年冬季～秋季）とした。今後実施する発電所運転開始後４年間の事後調

査結果を整理した後に、環境影響が低減されているかを評価する。 

 

② 調査結果 

 項目 時期 地点 結果 

環
境
調
査 

海域の水温 令和３年２月 

令和３年５月 

令和３年８月 

令和３年11月 

周辺海域 

53 地点 

・海面下 0.5ｍ層：8.2～25.2℃ 

（平均：春季 19.6℃、夏季 24.8℃、秋季 20.7℃、冬季 9.9℃） 

・海面下１ｍ層：8.4～25.3℃ 

（平均：春季 19.3℃、夏季 24.8℃、秋季 20.7℃、冬季 9.9℃） 

・海面下２ｍ層：8.6～26.0℃ 

（平均：春季 18.5℃、夏季 25.2℃、秋季 20.6℃、冬季 9.8℃） 

海域の塩分 ・海面下 0.5ｍ層：7.0～32.0 

（平均：春季 23.3、夏季 11.4、秋季 30.3、冬季 30.6） 

・海面下１ｍ層：6.9～32.0 

（平均：春季 25.7、夏季 13.0、秋季 30.3、冬季 30.7） 

・海面下２ｍ層：11.7～32.0 

（平均：春季 28.7、夏季 19.8、秋季 30.4、冬季 31.0） 

海域の水の汚

れ等（ｐＨ） 

周辺海域 

12 地点 

・Ｂ類型６検体（16.7％）、Ｃ類型 18 検体（16.7％）以外は

環境基準に適合。 

・Ｂ類型：7.9～8.9、Ｃ類型：7.8～9.0 

海域の水の汚

れ等（ＣＯＤ） 

・Ｂ類型 12 検体（33.3％）以外は環境基準に適合。 

・Ｂ類型：1.7～6.4mg/L、Ｃ類型：1.4～6.1mg/L 

海域の水の汚

れ等（ＤＯ） 

・Ｂ類型５検体（10.4％）、Ｃ類型 17 検体（11.8％）以外は

環境基準に適合。 

・Ｂ類型：2.2～12mg/L、Ｃ類型：0.5～13mg/L 

海域の水の汚

れ等（ｎ－Ｈｅｘ） 

・環境基準があるＢ類型で全ての検体が環境基準に適合。 

・全て定量下限値（0.5mg/L）未満 

海域の水の汚

れ等（全窒素） 

・Ⅲ類型２検体（5.6％）、Ⅳ類型５検体（4.6％）以外は環

境基準に適合。 

・Ⅲ類型：0.18～1.1mg/L、Ⅳ類型：が 0.23～1.3mg/L 

海域の水の汚

れ等（全燐） 

・Ⅲ類型９検体（25.0％）、Ⅳ類型３検体（2.8％）以外は環

境基準に適合。 

・Ⅲ類型：0.017～0.077mg/L、Ⅳ類型：0.017～0.12mg/L 

海域の水の汚

れ等（ＳＳ） 

・定量下限値（１mg/L）未満～８mg/Lの範囲で、全層の年間

の平均値は３mg/L。 

施
設
調
査 

供用後の総合

排水処理設備

（新設）の水質 

令和４年 

２～３月 

総合排水処

理設備（新

設）出口 

・全ての項目で水質管理値を満足。 

・ｐＨ：7.5～7.8（水質管理値 5.8～8.6） 

・ＣＯＤ：最大値 3.7（同 10 以下）mg/L、日間平均最大値

3.5（同 5 以下）mg/L 

・ＳＳ：最大値 4（同 15 以下）mg/L 

・窒素含有量：最大値 7.60（同 30 以下）mg/L、日間平均最

大値 7.16（同 10 以下）mg/L 

・燐含有量：最大値 0.220（同 2 以下）mg/L、日間平均最大

値 0.206（同 1 以下）mg/L 

・ｎ－Ｈｅｘ：最大値<1（同 1 以下）mg/L  

・ふっ素含有量：最大値 1.3（同 15 以下）mg/L 
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 項目 時期 地点 結果 

取放水温温度差

及び残留塩素 

令和４年 

２～３月 

取水口（新設）

放水口（新設）

・全ての項目で水質管理値を満足。 

・取放水温度差：6.3℃（水質管理値７℃以下） 

・残留塩素：検出されず（同検出されないこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 水温・塩分及び水質の調査地点（存在・供用時） 

 

(3) 植物（海域）（p69～87） 

①調査結果の評価 

・「火力･原子力発電所に係る海域環境モニタリング調査の基本的考え方」を参考に、発電所運

転開始１年前から調査を開始し、発電所運転開始後４年間までの計５年間の調査を行う。 

・今回の報告対象時期は発電所運転開始１年前の１年間（令和３年冬季～秋季）とした。 

・今後実施する発電所運転開始後４年間の事後調査結果を整理した後に、環境影響が低減され

ているかを評価する。 

 

② 調査結果 

 項目 時期 地点 結果 

環
境
調
査 

潮間帯生物 

（目視観察） 

令和３年２月 

令和３年５月 

令和３年８月 

令和３年11月 

周辺海域 

６地点 

・年間の総出現種類数：11 種類 

（春季８種類、夏季４種類、秋季６種類、冬季７種類） 

・主な出現種：その他の藍藻綱、緑藻植物のアオサ属（アオ

ノリタイプ）、シオグサ属等 

潮間帯生物 

（枠取り） 

・年間の総出現種類数：12 種類 

（春季 10 種類、夏季５種類、秋季５種類、冬季９種類） 

・平均湿重量：春季 8.0g/m2、夏季 8.0g/m2、秋季 4.1g/m2、

冬季 3.1g/m2 

・主な出現種：緑藻植物のアオサ属（アオサタイプ）、シオ

グサ属、アオサ属（アオノリタイプ）等 

植物プランク

トン 

周辺海域 

12 地点 

・年間の総出現種類数：174 種類 

 (春季 104 種類、夏季 113 種類、秋季 102 種類、冬季 93 種類)

・全層の平均出現細胞数：春季 1,726,617 細胞/L、夏季

4,677,879 細胞/L、秋季 2,198,538 細胞/L、冬季 3,296,719

細胞/L 

・主な出現種：珪藻綱のSkeletonema costatum complex、

Leptocylindrus danicus、Thalassiosiraceae等 
施
設
調
査

取放水温度差

及び残留塩素 

令和４年 

２～３月 

取水口（新設）

放水口（新設）

・全ての項目で水質管理値を満足。 

・取放水温度差：6.3℃（水質管理値７℃以下） 

・残留塩素：検出されず（同検出されないこと） 

  

水温・塩分 水質
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図 4 植物（海域）及び動物（海域）の調査地点（存在・供用時） 

 

(4) 動物（海域）（p88～120） 

①調査結果の評価 

・「火力･原子力発電所に係る海域環境モニタリング調査の基本的考え方」を参考に、発電所運

転開始１年前から調査を開始し、発電所運転開始後４年間までの計５年間の調査を行う。 

・今回の報告対象時期は発電所運転開始１年前の１年間（令和３年冬季～秋季）とした。 

・今後実施する発電所運転開始後４年間の事後調査結果を整理した後に、環境影響が低減され

ているかを評価する。 

 

② 調査結果 

 項目 時期 地点 結果 

環
境
調
査 

潮間帯生物 

（目視観察） 

令和３年２月 

令和３年５月 

令和３年８月 

令和３年11月 

周辺海域 

６地点 

・年間の総出現種類数：36 種類 

（春季 27 種類、夏季 22 種類、秋季 24 種類、冬季 28 種類） 

・主な出現種：個体数では軟体動物のムラサキイガイ、節足

動物のアメリカフジツボ、イワフジツボ等、被度では軟体

動物のムラサキイガイ、マガキ、節足動物のアメリカフジ

ツボ等 

・兵庫県ブラックリスト 2010 警戒種：ミドリイガイ、ムラ

サキイガイ、アメリカフジツボの３種 

・兵庫県ブラックリスト 2010 注意種：コウロエンカワヒバ

リガイ、カタユウレイボヤの２種 

・神戸版レッドデータ 2020 外来生物種：コウロエンカワヒ

バリガイ、ムラサキイガイの２種 

潮間帯生物 

（枠取り） 

・年間の総出現種類数：154 種類 

（春季 103 種類、夏季 73 種類、秋季 76 種類、冬季 100 種

類） 

・平均出現個体数：春季 36,570 個体/m2、夏季 37,809 個体

/m2、秋季 21,273 個体/m2、冬季 21,767 個体/m2 

・主な出現種：軟体動物のムラサキイガイ、コウロエンカワ

ヒバリガイ、節足動物のヨーロッパフジツボ等 

・兵庫県ブラックリスト 2010 警戒種：ミドリイガイ、ムラ

サキイガイ、アメリカフジツボの３種 

・兵庫県ブラックリスト 2010 注意種：コウロエンカワヒバ

リガイ、ヨーロッパフジツボ、カタユウレイボヤ、シマメ

ノウフネガイの４種 

・神戸版レッドデータ 2020 外来生物種：コウロエンカワヒ

バリガイ、ムラサキイガイの２種 

  

植物（海域） 動物（海域） 
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 項目 時期 地点 結果 

環
境
調
査 

底生生物 

（マクロベン

トス） 

令和３年２月 

令和３年５月 

令和３年８月 

令和３年11月 

周辺海域 

12 地点 

・年間の総出現種類数：56 種類 

（春季 37 種類、夏季 12 種類、秋季６種類、冬季 40 種類） 

・平均出現個体数：春季 943 個体/m2、夏季 126 個体/m2、秋季

617 個体/m2、冬季 1,149 個体/m2 

・主な出現種：環形動物のシノブハネエラスピオ、カタマガ

リギボシイソメ、軟体動物のシズクガイ等 

動物プランク

トン 

・年間の総出現種類数：70 種類 

（春季 39 種類、夏季 39 種類、秋季 38 種類、冬季 35 種類） 

・平均出現個体数：春季 32,688 個体/m3、夏季 158,324 個体

/m3、秋季 51,921 個体/m3、冬季 54,942 個体/m3 

・主な出現種：甲殻綱の橈脚亜綱（ノープリウス期幼生）、

Microsetella norvegica、Oithona属（コペポダイト期幼

生）等 

卵 ・年間の総出現種類数：21 種類 

（春季 11 種類、夏季６種類、秋季６種類、冬季２種類） 

・平均出現個数：春季 100,497 個/1,000m3、夏季 44,836 個

/1,000m3、秋季 2,747 個/1,000m3、冬季２個/1,000m3 

・主な出現種：不明卵を除くと、カタクチイワシ、スズキ、

ネズッポ科等 

稚仔 ・年間の総出現種類数：58 種類 

（春季 27 種類、夏季 26 種類、秋季 17 種類、冬季 10 種類） 

・平均出現個体数：春季 4,451 個体/1,000m3、夏季 2,560 個

体/1,000m3、秋季 157 個体/1,000m3、冬季 125 個体/1,000m3 

・主な出現種：カタクチイワシ、カサゴ、ネズッポ科等 
施
設
調
査

取放水温度差

及び残留塩素 

令和４年 

２～３月 

取水口（新設）

放水口（新設）

・全ての項目で水質管理値を満足。 

・取放水温度差：6.3℃（水質管理値７℃以下） 

・残留塩素：検出されず（同検出されないこと） 

 

(5) 廃棄物等（p121～122） 

①調査結果の評価 

・存在・供用時の産業廃棄物の有効利用率（100％）は、予測結果（98％）を上回っている。 

・以上のことから、施設の稼働に伴う産業廃棄物について、環境影響が低減されていたと考え

る。 

 

② 調査結果 

項目 時期 地点 結果 

施
設
調
査

存在・供用時の

産業廃棄物 

令和４年 

２～３月 

発電設備の

設置区域（３

号機） 

・産業廃棄物の有効利用率は 100％（発生量 28,728t、有効

利用量 28,728t）であり、予測結果の有効利用率 98％（発

生量 434,016t、有効利用量 423,170t）を上回る。 

 

(6) 地球温暖化（p123～132） 

①調査結果の評価 

・３号機の性能試験時における設計発電端効率に相当する発電端効率は、評価書予測時の値

（43％）を満足している。 

・環境影響評価時点のＢＡＴの参考表において、「（Ａ）経済性・信頼性において問題なく商用

プラントとして既に運転を開始している最新鋭の発電技術」を採用している。 

・ベンチマーク指標について、単独でＡ指標の目標を上回っており、グループ会社のコベルコ

パワー神戸及びコベルコパワー真岡を含めた共同取組でＢ指標を達成する見込みである。 

・発電所（３号機）の稼働に伴う二酸化炭素の排出量は、予測結果を下回っている。 

・発電所（３号機）の稼働に伴う二酸化炭素排出量（所内分、送電分）よりも、基準年（2013

年度）比の二酸化炭素削減量のほうが大きい状況であった。 
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・地域での二酸化炭素削減策として、下水汚泥由来バイオマスの発電燃料化に向けた取組みな

どを行っている。 

・二酸化炭素の回収・有効利用・貯留技術（ＣＣＳ、ＣＣＵＳ）について、ＮＥＤＯにおいて

各種技術開発が実施されており、それらの情報収集を行っている。 

・以上のことから、施設の稼働に伴う温室効果ガスの発生について、環境影響が低減されてい

たと考える。 

 

② 調査結果 

項目 時期 地点 結果 

施
設
調
査 

設計発電端効

率及びベンチ

マーク指標の

状況 

令和４年 

２～３月 

発電設備の

設置区域（３

号機） 

・設計発電端効率に相当する発電端効率は、評価書予測時の

値 43％を満足。 

・環境影響評価実施時点のＢＡＴの参考表に掲載の「（Ａ）

経済性・信頼性において問題なく商用プラントとしてすで

に運転開始をしている最新鋭の発電技術」を採用。 

・ベンチマーク指標について、単独ではＡ指標の目標を上回

っておりＢ指標の目標を下回っているが、グループ会社

（コベルコパワー神戸、コベルコパワー真岡）を含めた共

同取組ではＢ指標を達成する見込み。 

二酸化炭素排

出量、温室効果

ガス等の排出

状況 

令和４年 

２～３月 

発電設備の

設置区域（３

号機） 

・年間二酸化炭素の排出量（59 万t-CO2/年）は予測結果（約

692 万t-CO2/年）を下回る。 

内訳：所内相当分 3（予測結果約 34）万t-CO2/年 

送電相当分 56（同約 658）万t-CO2/年 

二酸化炭素排

出量、温室効果

ガス等の削減

状況 

（供給元：神戸

発電所） 

・基準年（H25）の鉄鋼事業部門の二酸化炭素排出量（17.7 百

万t-CO2/年）と比較して、14.8 百万t-CO2/年で、2.9 百万

t-CO2/年の二酸化炭素排出量を削減している。 

・基準年以降、神戸製鉄所上工程設備の休止、集約等の取り

組みを行っている。 

・削減量（2.9 百万t-CO2/年）は発電所 3 号機の二酸化炭素

排出量（所内相当分）3 万t-CO2/年よりも多い。 

二酸化炭素排

出量、温室効果

ガス等の削減

状況 

（供給先：関西

電力） 

・基準年（H25）の二酸化炭素排出量（7,251 万t-CO2/年）と

比較して、令和 3 年度は 3,100 万t-CO2/年である。 

・基準年以降、再生可能エネルギーの開発・導入の拡大や既

存火力発電設備の稼働抑制等を行っている。 

・削減量は発電所 3 号機の二酸化炭素排出量（送電相当分）

56 万t-CO2/年よりも多い。 

温室効果ガス

等の削減に向

けた地域での

取り組み 

令和４年 

２～３月 

発電設備の

周辺地域等 

・グループ会社で以下に取り組んでいる。 

①地域に賦存する下水汚泥をバイオマスの発電燃料とし

て有効活用 

②下水汚泥の燃焼により発生する蒸気により、タービン発

電機、バイナリー発電等による発電 

③バイナリー発電等の電力により、バイオマス由来の水素

製造を行い、水素ステーションを設置 

二酸化炭素の

回収・有効利

用・貯留技術 

・ＣＣＳやＣＣＵＳについて、ＮＥＤＯで各種技術開発が実

施されており、それらの情報収集を実施 

・収集した情報を基に、国の施策に適合する検討を行ってい

く。 

 

 

以上 


